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(54)【発明の名称】 有機電界発光型ディスプレイ

(57)【要約】
【課題】  視野角を制限してプライバシー保護を十分行
うことができる有機電界発光型ディスプレイを提供す
る。
【解決手段】  基板１０の上に、各画素ごとにアノード
電極１２と発光素子層１４を形成し、その上にカソード
電極１６を形成して有機電界発光素子を構成し、これを
光源として使用する有機電界発光型ディスプレイにおい
て、基板１０の光の射出面側に、射出光に指向性を付与
する光学手段１８を設けた。これにより、発光素子層１
４から射出される発散した光が集光され、指向性を付与
されることにより、有機電界発光型ディスプレイの視野
角を制限することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  各画素ごとに有機電界発光素子が形成さ
れた有機電界発光型ディスプレイであって、
光の射出面側に、前記画素ごとのピッチを有し、射出光
に指向性を付与する光学手段を設けたことを特徴とする
有機電界発光型ディスプレイ。
【請求項２】  請求項１記載の有機電界発光型ディスプ
レイにおいて、前記光学手段は、フレネルレンズまたは
レンチキュラレンズまたはマイクロレンズまたは屈折率
の異なる部材の組み合わせにより構成されたレンズのい
ずれかであることを特徴とする有機電界発光型ディスプ
レイ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は有機電界発光型ディ
スプレイ、特に有機電界発光型ディスプレイの指向性向
上に関する。
【０００２】
【従来の技術】有機電界発光型ディスプレイは、図５に
示されるように、基板１０の上に、アノード電極１２、
電子とホールとの再結合により発光する性質を有する有
機物質により構成された発光素子層１４、カソード電極
１６からなる有機電界発光素子が形成された構成となっ
ている。この有機電界発光素子は、アノード電極１２と
カソード電極１６の少なくとも一方および発光素子層１
４が各画素ごとに形成され、光源として機能する。
【０００３】このような有機電界発光型ディスプレイ
は、ＣＲＴよりも消費電力が低く、また平面型としてデ
ィスプレイの薄型化を実現することができる。さらに、
有機電界発光型ディスプレイは自発光型であるので、他
の平面型ディスプレイである液晶ディスプレイ等に比べ
鮮明な表示を実現することができる。このため、有機電
界発光型ディスプレイにより、高性能の表示装置を実現
することが可能となる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかし、上記従来の有
機電界発光型ディスプレイにおいては、ＬＣＤとは異な
り、自発光の点光源の集合であるので、視野角の制限が
ない。即ち、上下方向及び左右方向の視野角が著しく広
い。このため、例えば携帯電話用ディスプレイ等に使用
する場合に、そのディスプレイを見る人の隣あるいは前
方にいる他の人にその表示内容を見られてしまうため、
プライバシー保護が不十分になり易いという問題があっ
た。
【０００５】本発明は、上記従来の課題に鑑みなされた
ものであり、その目的は、指向性を向上することプライ
バシー保護を十分行うことができる有機電界発光型ディ
スプレイを提供することにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
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に、本発明は、各画素ごとに有機電界発光素子が形成さ
れた有機電界発光型ディスプレイであって、光の射出面
側に、画素ごとのピッチを有し、射出光に指向性を付与
する光学手段を設けたことを特徴とする。
【０００７】上記構成によれば、光の射出面側に、画素
ごとのピッチを有し、射出光に指向性を付与する光学手
段を設けたので、射出光の指向性が高まり、有機電界発
光型ディスプレイの視野角を制限することができる。
【０００８】また、上記有機電界発光型ディスプレイに
おいて、光学手段は、フレネルレンズまたはレンチキュ
ラレンズまたはマイクロレンズまたは屈折率の異なる部
材の組み合わせにより構成されたレンズのいずれかであ
ることを特徴とする。
【０００９】上記構成によれば、各種レンズを使用する
ことにより、簡易な構成で有機電界発光型ディスプレイ
の視野角を狭くすることができる。
【００１０】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態（以下
実施形態という）を、図面に従って説明する。
【００１１】図１には、本発明に係る有機電界発光型デ
ィスプレイの構成例の断面図が示される。図１におい
て、基板１０の上に、アノード電極１２と少なくとも発
光層を含む発光素子層１４とカソード電極１６が形成さ
れて有機電界発光素子が構成されている。この有機電界
発光素子では、アノード電極１２と発光素子層１４とが
各画素ごとに形成されている。
【００１２】本実施形態において特徴的な点は、上記有
機電界発光素子を光源とする有機電界発光型ディスプレ
イの基板１０の光の射出面側に、発光素子層１４から射
出された光に指向性を付与するための光学手段１８が設
けられたことにある。この光学手段１８により、通常は
発散してしまう発光素子層１４からの光が集光されて、
図１に示されるようにほぼ一定の方向に進む光となる。
このため、有機電界発光型ディスプレイの視野角を制限
して、観察者以外の者に画面表示を見られることを防止
できる。このため、プライバシーを十分保護することが
可能となる。また、光学手段１８により特定方向に対し
て指向性が高まることで、観察者にとってはより明るい
表示を見ることができる。
【００１３】なお、図１に示されたアノード電極１２、
発光素子層１４は、各画素ごとに独立して設けられてい
るが、光学手段１８としては、有機電界発光型ディスプ
レイの光の射出面全体に１個設ければよい。ただし、光
学手段１８は、各画素ごとのピッチを有し、各画素ごと
に射出光に指向性を付与する構成とするのが好適であ
る。これにより、より高い指向性を射出光に付与するこ
とが可能となる。
【００１４】また、上述のように、基板１０の射出面側
に光学手段１８を設けることにより、光を一定方向に集
めることができるので、有機電界発光型ディスプレイを
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高輝度化することもできる。
【００１５】以上に述べた光学手段１８としては、レン
ズを使用することができる。このようなレンズの例が図
２、図３、図４に示される。
【００１６】図２には、フレネルレンズの断面図の例が
示される。また、図３（ａ）、（ｂ）には、レンチキュ
ラレンズの断面図の例が示される。図２、図３に示され
たレンズはいずれも凹レンズであり、発散した光を集光
する機能を有している。
【００１７】これらのフレネルレンズ、レンチキュラレ
ンズの他、小さな凹レンズが平面状に配列されたマイク
ロレンズを使用することも可能である。この場合には、
マイクロレンズの配列を、各画素の配列に合ったピッチ
としておく。
【００１８】また、図４には、屈折率の異なる３つの部
材を積層したタイプのレンズが示される。図４に示され
た３つの部材２０、２１、２２はそれぞれ屈折率の異な
る材料により形成されており、この屈折率の組み合わせ
と部材相互の界面の形状により凹レンズの機能を持たせ
ることができる。
【００１９】以上のように、光学手段１８として各種凹
レンズを使用することにより、簡易な構成で射出光に指
向性を付与することができ、有機電界発光型ディスプレ
イの視野角を容易に狭くすることができる。
【００２０】なお、上記フレネルレンズ及びレンチキュ
ラレンズに画素ごとのピッチを持たせるには、行方向又*
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*は列方向のいずれか一方の画素ごとのピッチとなる。こ
れは、フレネルレンズは同心円状のレンズであって、そ
のピッチは行方向又は列方向のピッチとなり、レンチキ
ュラレンズは、行方向又は列方向に所定のピッチで延在
したかまぼこ状のレンズであるからである。
【００２１】
【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、
有機電界発光型ディスプレイの視野角を制限することが
でき、かつ高輝度化を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明に係る有機電界発光型ディスプレイの
構成例の断面図である。
【図２】  光学手段として使用されるフレネルレンズの
断面図である。
【図３】  光学手段として使用されるレンチキュラレン
ズの断面図である。
【図４】  光学手段として使用される屈折率の異なる部
材の組み合わせにより構成されたレンズの断面図であ
る。
【図５】  従来における有機電界発光型ディスプレイの
断面図である。
【符号の説明】
１０  基板、１２  アノード電極、１４  発光素子層、
１６  カソード電極、１８  光学手段、２０，２１，２
２  部材。

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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